
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  入水寺境内の観音堂に安置された高さ約１５４㌢、一木造り、素地仕上げ 

の観世音菩薩立像です。 

   明応５（１４９６）年再興と伝わる入水寺の縁起によると、この像はしば 

しば火災にあっており、腕や台座などは後補となっています。 

   造立年代は、その作風から室町時代頃のものと推定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

田村市指定有形文化財 
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